[テキストの入力]
[テキストの入力]
[テキストの入力]

平成２４年度　第７回兵庫県ユース委員会　議事録
ユース委員会名言録〜『Ｕのキーが取れやすいので、気をつけるように』 
作成者：白川　龍彦（県ユース委員長）
１【日時】
２０１３年３月３日（日）　９：０５～１２：１０　 
２【場所】　
神戸市青少年会館６階会議室
３【参加者】　（県ユース委員：７人、アドバイザー１人）
県ユース委員：
田井勇輝（尼崎：副委員長）、北村宗豊(阪神さくら)、長谷川大起（神戸：副委員長）、白川龍彦(神戸垂水：委員長)、安達充洋(神戸垂水)、入江精(姫路)、小國健太郎(西播)
アドバイザリースタッフ…家門秀行(県副コミッショナー)
４【費用】
￥15,120（交通費・コピー代）
５【報告事項】
前回ユース委員会の報告

12月1日理事会の報告(代理として田井副委員長が参加)
主に次年度の事業計画案について協議。ユース委員会からは前回のユース委員会の議事録を配布し、報告。

1月13日県下地区コミッショナー会議の報告

県コミッショナークルーが一新。ユース委員会からは県ベンチャーアフターフォーラムの告知を行った。次年度の各種コミッショナー研究集会は年に３回、ブロックごとに開催する。
1月27日企画調整会議の報告
平成２５年度活動基本方針案の個別目標の分担と、各常設委員会の平成２４年度の年間評価と平成２５年度の事業計画案について主に話し合った。ユース委員会の年間評価と事業計画案については、前回話し合って作成した物を提出→企画調整会議の議を経て修正し、理事会に提出。
2月10日理事会の報告

ＨＨＡＣ２０１４の開催が承認される。企画調整会議で話し合われた内容についてこちらでも議論。ユース委員会からは県ベンチャーアフターフォーラムおよびＲＣＪ近畿ブロック代表者会議の報告文書を配布。
各委員会の報告
　組織拡充委員会…ユース委員会に２点検討事項があり。①ＢＶＳ・ＣＳの指導者不足解消のためのユース年代派遣・②県連ＨＰを利用したリアルタイムな活動報告の依頼。→協議事項に追加。
　野営・行事委員会…参席者がおらず、議事録を配布。3/16～17に阪神さくら地区が地区キャンを開催すること

になり、船坂野営場の開拓が前倒しとなる。
　国際委員会…今年度の反省・次年度の活動について。国際人材育成補助制度をどんどん広めて欲しい。
各地区の活動報告（報告のあったところのみ）
尼崎…次年度委員長は小野委員が継続。

阪神さくら…地区総会に向け次年度の活動内容などの資料を作成中→各委員に配布。ユース委員会・地区ユース(活動体)の二極での活動は継続中。みやっこワイルド塾(西宮市のアウトドア活動の体験事業)にユース委員が実行委員として参画。
神　　　戸…次期委員長に佐野涼子BS副長(神戸17団)、次期副委員長に吉田拓馬RS(神戸16団)が就任。
神戸垂水…地区合同B-P祭で安達委員長が司会補佐を担当。→報告文書を配布。
は　り　ま…次年度委員長が変わる。

西　　　播…地区内にユース年代が何人いるかもつかめていない状況。地区からの支援はどうなっている？

(但　　馬)…豊岡市に在住の白川委員長が現地の地区協議会に参席。ＲＴが定期的に開催されていない。
 ＶＳ関連の報告

　ベンチャー活動報告会…12/16に開催。ユース委員が５人奉仕。ベンチャープロジェクトや韓日スカウトフォーラム・ウガンダ派遣報告の他、伊澤委員がユース委員会の活動紹介を行った。

　ベンチャーアフターフォーラム…1/20に開催。ユース委員・ユース年代が７人奉仕。事前打ち合わせが満足にでき

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ずスタッフ、参加者こそ少なかったが、アクションプランは無事策定できた。

　※今後の県下でのベンチャー活動の構想について、家門副コミより説明があった。ベンチャーアフターフォーラムのアクションプランを基に、10月の『ベンチャー月間』(予定)の実施に向け各地区のＶＳがプロジェクトを行う。９月の県ベンチャーフォーラムではその進捗状況や実施状況の報告が、12月のベンチャー活動報告会ではプロジェクト報告が行える事を目指す。このサイクルを2014年度も続け、第20回全国スカウトフォーラムへつなげる。
ＲＣＪ(全国ローバースカウト会議)関連の報告
近畿ブロック代表者会議…２月9日に京都で近畿ブロック代表者会議があり、白川委員長(ＲＣＪ兵庫連盟代表加

盟員)が出席。ＲＣＪ運営委員の動きについて説明があった。兵庫としてはＲＣＪ設立以

降特に影響はなく、ユース委員会の会議・活動を進めていると説明。

第２回ＲＣＪ総会について…5月26日に全国大会にあわせ高松で開催。前日には総会に向けた議案集約のための

『全国ローバースカウト会議』も開催。日本連盟より各県連に代表１名の選出依頼あり。
その他の報告・疑問など
制服が変わるという話を聞いたが、どうなっているのかよくわからない。既に進んでいることなのでいまさらどうこうは言わないが、意見集約はどのようにすればよいのか？→県連理事会を通じ日連に提言するのが最適と思われる。
６【協議事項】
　次年度の県ユース委員会の体制について
　　委員長の負担を減らす…議長持ち回り制・会議出席者の分担(現時点で委員長が出席せねばならないコミ会議も

含む)・フォーラムやユースキャンプのチーフといった行事責任者の分担を検討。

　副委員長の推薦…協議により以下の３人を県ユース委員会として推薦。

　　　　　　　　　　　　　長谷川　大起（神戸38団）　※現副委員長。

　　　　　　　　　　　　　白川　龍彦(神戸43団)　※現委員長。

　　　　　　　　　　　　　梅田　華奈(柏原１団)　※第9・10期ＶＬＡＣ。会議終了後に本人より承諾。

　ＩＴ担当者の推薦…メーリス管理・県連ユース委員会ＨＰへのファイルのアップロードが主な業務。継続審議。

　アドバイザリースタッフの推薦…候補者の名前は挙がったが、継続審議とする。

　第２回ひょうごユースフォーラム構想について(6月30日)

　　白川委員長(実行委員長)より素案を配布し、内容について協議。

　・開催日は前日からの１泊としたい。海外派遣に行ったＲＳの報告会も同時開催できないか。場所は洞川？

　・ユース年代の使命を鑑みれば、『ユースのためのフォーラム』よりも『スカウト運動全体のためのフォーラム』の方がよいのでは。→テーマを再検討する必要がある。

　今年度の年間評価について

　　県連年次総会(5/12)に提出する文書について協議。

　次年度の事業計画について
企画調整会議・県連理事会での議論を経て改訂されたものに議論を重ね、以下のように決定。

☆重点目標について

１．県下ユース年代の活動の活性化

２．各地区ユース委員会の活性化

３．ＶＬＡＣを通じたＶＳ年代活動活性化の推進

４．県連盟事業への参画と提言

５．国際活動の周知および県内にとどまらない活動の奨励

６．県下の他の青少年団体との交流

☆事業計画について
１－１．県下のユース年代が集まる行事の創出

１－２．ユース年代活動活性化のための情報共有

１－３．海外派遣参加ＲＳの報告の機会の創出

１－４．ＢＳ講習会・県連パワーアップ講習会への参加の啓蒙

２－１．県ユース委員会内での地区へのフィードバックの啓蒙および地区ごとの情報交換の強化

３－１．ＶＬＡＣ会議への参席によるＶＬＡＣへの支援

３－２．第32回ベンチャーフォーラム(8月31日～9月1日)、ベンチャー活動報告会(12月8日)、第3

回ベンチャーアフターフォーラム(日程未定)などＶＳ部門関連行事への支援

４－１．他委員会への積極的な参席による意見交換・提言の継続

４－２．各行事への実行委員としての参画と提言
５－１．県をまたぐような大規模な活動への積極的な参加および参加者との連携

５－２．第16回日本ジャンボリーなど、日連事業参加者への支援
５－３．日韓スカウト交歓計画への支援

６－１． 青団連がかかわる行事や研修への参加の啓蒙

☆行事計画(素案)について

第４回ひょうごユースキャンプ(日程未定)
第２回ひょうごユースフォーラム(6月29～30日)
☆次年度の委員会日程について

4月14日　　5月19日　　7月21日　　8月18日　　10月20日　　11月24日　　2月16日
　次年度の予算案について　※第4回ひょうごユースキャンプは予算として計上していない。
ユース年代関連　ひょうごユースフォーラム運営費　　80,000
　　　　　　　　　　　採択文実施の経費　　　　　　　　　　50,000

ベンチャー年代関連　関連行事・ＶＬＡＣ会議支援　　56,000

委員会経費（交通費・会議費・コピー代など）　　　　　　98,000

合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　284,000
　ＲＣＪ関連の対応について

　　第2回ＲＣＪ総会のメンバー(次年度１年間のＲＣＪ兵庫連盟代表加盟員)について。選出会を開くのが理想だが、

告知から締め切りまでが１ヶ月しかなく非現実的であり、また即座・確実なフィードバックおよび総会後の渉外担当としての役割を果たすには、県ユース委員から選出されることが望ましいとのことで、委員会内で対応を協議。

　田井新委員長をはじめ、本日出席したメンバーの全員が、両日とも空けることが不可能だったため、本日来ていないユース委員や、海外や全国規模での活動に興味のある者に打診する事とした→現在、協議中。

なお、県ユース委員以外の者が選出された場合、即座・確実なフィードバックおよび総会後の渉外担当としての役割を可能とするため、県ユース副委員長への推薦を検討している。
　常設委員会などの出席者の分担について

　3月3日(日)　スカウト委員会…長谷川　　指導者委員会…入江

　3月17日(日)　組織拡充委員会…田井

　3月20日(祝)　県下地区コミ会議・富士スカウトを讃える会…安達（白川委員長の代理）
　その他の協議事項
ＢＶＳ・ＣＳの指導者不足解消のためのユース年代派遣(組織拡充委員会議題より)

　　そもそもなぜＢＶＳ・ＣＳに限定なのか？→若い年代の指導者はＢＳの指導者になる傾向があり、結果的にユース年代でその部門の指導者が少なくなる。

　○…実際に副長などに就任するわけでないのであればハードルは低い。

　　　　　指導者としての経験を積むことができる。
×…普段あった事が無い相手だと、お互いに厳しいのでは。

県連ＨＰを利用したリアルタイムな活動報告の依頼(組織拡充委員会議題より)

　　トップページの写真を月１くらいで更新するようなイメージでいいのか？

ユース年代の活動報告を挙げたほうがいいのか？それとも保護者の目を引くカブやビーバーの部門か？
　　地区や団であった活動報告でも良いのか？

　　→これらの『あいまいなところ』の疑問点を、3/17の委員会で聞くようにする。

　10月以降、2014年度のユース委員長への引継ぎを考えているが、県ユース委員会への参席は可能か？

　→過去にも参席した例があったから可能なのでは。ただし委員会１回につき２名が限度？
７【次回県ユース委員会】
２０１３年度第１回ユース委員会　２０１３年４月１４日（日）１３：００～ @神戸市青少年会館
なお、地区ユース委員長が変わられる場合は新しい方の出席をお願いします。
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